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オスプレイの横田基地配備等の撤回を求める要請 
CV22オスプレイは、横田基地に２０１８年１０月に正式配備され危険な飛行・訓練が連日繰り返

され、住民の怒りと不安は高まっています。202２年にはアメリカ・カリフォルニアでMV２２が墜落
し、事故原因が機体本体にあることを米軍が認めました。 
２３年１１月横田基地を飛び立ったオスプレイが屋久島沖で墜落し、乗員８名全員が死亡。その

後、原因究明なしで飛行を再開。住民の命と安全を守るためには撤去しかありません。 
 
危険・欠陥機オスプレイの横田基地配備を撤回させてください。 
 オスプレイは欠陥機と当初から指摘され、墜落炎上事故を繰り返してきました。また、「運用時

間が伸びれば事故率が下がる」との政府の説明に反して事故率は上がる一方です。 
 
「日米合意」違反の飛行・訓練を中止させてください。 
 オスプレイは、全国各地を我が物顔で飛行・訓練しています。横田基地周辺では搭載された機
関銃の銃口をむき出しにさせた姿さえ目撃されています。また、基地周辺にまき散らす爆音・低周
波音・振動は異常です。「恐怖を覚える」と住民から声が出ています。 
 
日本の米軍基地、自衛隊基地へのオスプレイ配備を中止・撤回してください。 
 CV２２は、空軍特殊作戦部隊に配備され、もっぱら敵地強襲作戦に投入する機種です。また、
MV２２は米海兵隊に所属し、敵地乗り込みの先陣を切るものです。オスプレイの配備は、日本が

「専守防衛」の国是を超えて対外戦争に手を貸すことです。また、自衛隊へのオスプレイ配備に反
対します。 
 

以下を要請します。 

要請事項（垂直離着陸機・オスプレイについて） 

１、横田基地、普天間基地への配備を撤回させること。 

２、日本全国各地での飛行・訓練を中止させること。 

３、自衛隊へのオスプレイ配備を中止すること。 
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